
◎特別定額給付金の申請はお済みですか？
申請受け付けは8月31日（月）までです（期日を過ぎると支給対象外）。
申請方法等、詳しくは市から郵送した申請書類または市ホームページで確認してください。
問専用コールセンター（ 0120-74-0774〈フリーダイヤル〉）

●02ページ
特別定額給付金の申請受け付け 等
●03ページ
水道料金の減免 等

新型コロナウイルス感染症
に関する情報を掲載しています

本誌「広報うじ」に掲載している情報は7月15日時点の情報です。最新の情報は、市ホームページで確認してください。
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本誌「広報うじ」に掲載している情報は7月15日時点の情報です。　　最新の情報は、市ホームページで確認してください。

新型コロナウイルス感染症対策
市では、市民の皆さんの生命と健康・安全を守ることを第一に、感染拡大の防止と市内経済と市民生活への影響を

最小限にとどめるよう、引き続き国や京都府と連携し全力をあげて取り組んでいきます。市民の皆さんのご理解とご協力を
お願いします。	 問新型コロナウイルス感染症対策本部（ 22-3141）

特別定額給付金の申請受け付けは 8月31日（月）まで
申請方法等は、5月27日頃に市から郵送した申請書類等で確認のうえ、郵送で申請してください（オンライン申請は現在受け

付けていません）。申請期限は8月31日（月）まで（消印有効）です。期日を過ぎると支給対象外となるため、注意してください。

●専用コールセンター
感染拡大防止の観点から、給付金に関する問い合わせは、電話でお願いします。専用コールセンターは、電話が集中する時間

帯にはつながりにくい場合がありますのでご了承ください。なお、申請手続きは郵送で行い、申請を目的とした来庁はご遠慮く
ださい。

0120-74-0774（フリーダイヤル）　《受付時間》平日 午前 9 時～午後 5 時

■専用相談窓口：《場所》うじ安心館 3 階　《受付時間》平日 午前 9 時～午後 5 時
■総務省でも特別定額給付金についてのコールセンターを設置しています。

0120-260020（フリーダイヤル）《受付時間》午前 9 時～午後 8 時

ひとり親家庭臨時特別給付金
問こども福祉課（ 20-8733）

●基本給付
児童扶養手当の受給要件を満たしているひとり親家庭等（児童扶養手当法に定める養育者も対象）への給付
※児童扶養手当の申請をしていなくても、対象となる場合があります。

《対象者》次の①～③のいずれかに該当する人
① 2 年 6 月分の児童扶養手当が支給された人（7月10日に支給済）
②公的年金等（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償等）を受給していることにより、2年6月分の児童扶養手当

の支給が全額停止された人（既に児童扶養手当受給資格者の認定を受けている人だけでなく、児童扶養手当の申請をしてい
れば２年６月分の児童扶養手当の支給が全額停止されたと推測される人も対象）

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当の対象となる水準になっている人
《給付額》1 世帯 5 万円、第 2 子以降 1 人につき 3 万円

●追加給付
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少している人への給付

《対象者》 基本給付対象の①または②に該当する人のうち、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少した人
《給付額》1 世帯 5 万円

宇治市中小企業等事業継続支援金
問産業振興課（ 39-9621）

《受付期間》8月14日（金）まで（消印有効）
《対象》 ２年 6 月 25 日以前から事務所・事業所所在地が市内（法人）、住民登録が市内（個人事業主）にあり、大企業（みなし大企業

含む）でないもの等
※詳しくは申請要項で確認してください。申請要項・申請書類は、産業会館１階に配架する他、市ホームページから印刷も出来ます。

基本給付①以外は、申請が必要です。詳しくは、同課へ問い合わせてください。なお、児童扶養手当を受給・申請している人に
は、7月31日（金）に発送の現況届書類に案内を同封しています。

「新しい生活様式」を取り入れましょう
新型コロナウイルス感染症感染予防のために、 身体的距離の確保、マスクの着用、手洗いや、「３密（密集・密接・密閉）」

を避ける等の「新しい生活様式」を取り入れましょう。

新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」をインストールしましょう
COCOAは、新型コロナウイルス感染症の感染者と接触した可能性について通知を受け取ることが出来る、

スマートフォンのアプリです。
詳しくは、厚生労働省のホームページを確認してください。

「新しい生活様式」における熱中症に注意しましょう
マスクは飛沫の拡散予防に有効ですが、マスクを着用していない場合と比べると、心拍数や呼吸数、体感温度が上昇するな

ど、身体に負担がかかることがあり、高温や多湿の環境下でのマスク着用は熱中症のリスクを高める恐れがあります。屋外で
人と人との十分な距離（少なくとも 2m 以上）が確保出来る場合は、マスクをはずすようにしましょう。

マスクを着用する場合には、強い負荷の作業や運動は避け、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給を心掛けましょう。
外出時は暑い日や時間帯を避け、涼しい服装を心掛けましょう。

申請はお済みですか?

厚労省　接触確認アプリ 検索

新型コロナウイルス感染症の感染に関する相談
息苦しさや強いだるさ、高熱などの強い症状がある場合はすぐに、発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が 4 日以上続く場合は

必ず、相談してください。
※高齢者や呼吸器疾患等の基礎疾患がある人等は、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状があれば、すぐに相談してください。

●帰国者・接触者相談センター
■府山城北保健所　 21-2911　 FAX 24-6215　《受付時間》平日 午前 8 時半～午後 5 時 15 分
　上記時間外や、外国語での対応を希望する場合は、下記の府健康対策課に相談してください。
■府健康対策課　 075-414-4726　《受付時間》平日、土・日曜日、祝日 24 時間対応

●一般的な相談窓口
■厚生労働省電話相談窓口　 0120-565653（フリーダイヤル）　《受付時間》午前 9 時～午後 9 時（土・日曜日、祝日も対応）

●予防方法等に関すること
健康生きがい課　 20-8793　 FAX 21-0406　《受付時間》平日 午前 8 時半～午後 5 時 15 分

総合案内窓口と支援等のしおり
●総合案内窓口

支援策全体の紹介や概要の説明を行い、申請等の担当課を
案内しています。

《場所》うじ安心館 3 階 
《受付時間》平日 午前 9 時～午後 5 時

●支援等のしおり
各種支援策一覧をとりまとめたしおりを配布しています。

《配布場所》総合案内窓口及び市役所各課窓口
※市ホームページから印刷も出来ます。
※音声版を市ホームページに掲載しています。

水道料金の減免（申請不要）
問営業課（ 20-8761）

《期間》偶数月検針地区＝ 8・10 月検針分（6 ～ 9 月使用分）
奇数月検針地区＝ 9・11 月検針分（7 ～ 10 月使用分）

《対象》用途を問わず、市と直接給水契約を締結している全ての使用者（事業者等含む）
《内容》上水道の基本使用料（定額）及び水道メーター使用料（定額）を免除します。

上水道の超過使用料（使用水量に応じて発生する料金）及び下水道使用料は通常どおり請求します。
※�集合住宅等に居住している人は、減免の有無について管理会社等に確認してください。
※減免期間中は、検針時に投函する「上・下水道ご使用量のお知らせ」が、右のとおりピンク色になります。

◆その他支援策等については、「支援等のしおり」（下記参照）を確認してください。
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平和特集
戦争の中の子ども

い
ま
だ
に
当
時
の
悲
し
い

光
景
が
走
馬
灯
の
よ
う
に

頭
の
中
を
駆
け
巡
る

太
平
洋
戦
争
を
姫
路
市
で
経
験
し
た
、
山
本

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

押
し
付
け
ら
れ
た
夢

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
昭
和
17
年

３
月
、
ま
も
な
く
幼
稚
園
を
卒
園
す
る
私
た
ち
に
、

先
生
は
こ
ん
な
こ
と
を
尋
ね
ま
し
た
。「
皆
さ
ん

は
大
き
く
な
っ
た
ら
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
。」

私
た
ち
は
、「
僕
は
汽
車
の
運
転
手
」「
私
は
お
菓

子
屋
さ
ん
」
な
ど
と
口
々
に
答
え
ま
し
た
。
先
生

は
私
た
ち
の
顔
を
愛
お
し
そ
う
に
見
回
し
て
、
こ

う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
夢
が
あ
っ
て
い
い

で
す
ね
…
。
で
も
ね
、
今
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
と
戦
争
を
し
て
い
る
非
常
時
で
す
。
小
学
校

へ
上
が
っ
て
先
生
に
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
こ
う
答
え

て
く
だ
さ
い
。
男
の
子
は
『
兵
隊
さ
ん
に
な
り
ま

す
』
女
の
子
は
『
兵
隊
さ
ん
を
介
抱
す
る
看
護
婦

さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
』
と
。
こ
れ
か
ら
は
そ
れ

が
正
し
い
答
え
な
の
」
先
生
は
涙
を
浮
か
べ
て
い

て
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
先
生
の
言
わ
れ
た
こ

と
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
な
が
ら
に
、
大
き
く
な
っ

た
ら
看
護
婦
に
な
り
、
戦
場
へ
死
に
に
行
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

当
時
、
日
本
は
戦
争
一
色
で
、
軍
の
言
う
こ

と
は
絶
対
の
時
代
で
し
た
。
戦
争
に
反
対
の
人

は
特
別
高
等
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
世
の

中
に
思
想
・
言
論
・
報
道
の
自
由
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

軍
国
少
女

小
学
校
に
上
が
る
と
、
軍
国
主
義
的
な
教
科

書
で
学
び
、
例
え
ば
音
楽
の
時
間
に
は
軍
歌
を

た
く
さ
ん
歌
い
ま
し
た
。
５
、
６
年
生
の
男
子

は
竹
の
先
を
細
く
削
っ
て
、
竹
や
り
訓
練
を
し
、

女
子
は
薙
刀
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。
小
学
生

が
敵
を
殺
す
訓
練
を
し
て
い
た
の
で
す
。
当
時
、

そ
の
よ
う
な
軍
国
教
育
に
対
し
て
、
疑
問
は
持

た
ず
、
ま
さ
に
「
軍
国
少
女
」
で
し
た
。

深
刻
な
食
糧
難

終
戦
の
年
、
昭
和
20
年
に
入
る
と
、
い
よ
い
よ

戦
争
は
激
し
く
な
り
、
食
糧
不
足
は
深
刻
に
な

り
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
食
糧
は
「
配
給
」
で
ほ
ん

の
少
し
ず
つ
分
け
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

い
つ
も
お
腹
を
空
か
せ
て
い
て
、
み
ん
な
痩
せ
こ

け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
を

探
し
て
摘
み
に
行
き
ま
し
た
。
ツ
ク
シ
、
タ
ン
ポ

ポ
、
ノ
ビ
ル
、
ヨ
モ
ギ
、
セ
リ
な
ど
、
私
は
今
で

も
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
見
分
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
学
童
の
お
弁
当
も
戦
争
初
期
は
「
日
の

丸
弁
当
」
と
い
っ
て
ご
飯
の
真
ん
中
に
梅
干
し
が

一
つ
入
っ
た
お
弁
当
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
が
、
末

期
は
、
米
が
手
に
入
り
に
く
く
、
お
昼
に
自
宅
へ

帰
っ
て
雑
炊
な
ど
を
食
べ
、
学
校
に
戻
る
と
い
う

状
況
で
し
た
。

母
は
つ
て
を
頼
り
、
農
家
へ
行
き
、
大
切
に

し
て
い
た
着
物
を
米
や
芋
な
ど
の
食
糧
に
代
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
が
終
わ
る
頃
に

は
、
母
の
タ
ン
ス
は
す
っ
か
り
空
っ
ぽ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
あ
る
裁
判
官
が
餓
死
す
る
と
い
う
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
当
時
、
配
給
以
外
の
手

段
で
食
糧
を
入
手
す
る
こ
と
は
「
ヤ
ミ
」
と
呼
ば

れ
、
違
法
と
さ
れ
、
そ
の
法
を
守
り
抜
い
た
結
果

で
し
た
。
食
糧
難
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
し
た
。

Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃

私
が
当
時
住
ん
で
い
た
姫
路
に
は
「
川
西
航

空
機
製
作
所
」
が
あ
り
、
戦
闘
機
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離

れ
た
所
に
私
の
自
宅
は
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
20

年
６
月
22
日
午
前
９
時
50
分
か
ら
お
よ
そ
１
時

間
、
Ｂ
29
に
よ
る
激
し
い
爆
撃
が
あ
り
、
防
空

壕
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
が
、
爆
撃
の
音
が
ド
ン

ド
ン
と
大
地
震
の
よ
う
な
地
響
き
を
立
て
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
死
者
は
341

人
、
被
災
は
１
万
220
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
７
月
３
日
に
は
姫
路
市
街
地
が
全
焼

す
る
大
空
襲
が
あ
り
ま
し
た
。

ケ
ン
兄
さ
ん

私
が
一
番
懐
か
し
く
思
う
の
は
、
母
の
弟
で
、

が
多
く
、
私
は
よ
く
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
人
が
、
数
学
の
教
師
を
し
て
い
た
父
に
向
っ

て
、「
先
生
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
」

と
聞
き
、
父
が
一
言
、「
戦
争
に
…
負
け
ま
し

た
」
と
答
え
ま
し
た
。
誰
か
が
、「
先
生
、
そ
ん

な
こ
と
言
わ
れ
よ
っ
た
ら
、『
非
国
民
』
や
い
う

て
『
特
高
』
に
引
っ
張
ら
れ
ま
っ
せ
」
と
言
い
ま

し
た
。
私
は
「
非
国
民
」
や
「
特
高
」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
、
父
が
逮
捕
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
い
、
体
の
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
中
、
学
校
で
ヒ
マ
の
種
子
が
配
ら
れ
ま
し

た
。
ヒ
マ
の
種
子
に
は
ヒ
マ
シ
油
が
含
ま
れ
、

そ
れ
を
子
ど
も
に
大
量
に
栽
培
さ
せ
、
油
を
採

り
、
航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
の
潤
滑
油
に
し
よ
う

と
い
う
国
を
挙
げ
て
の
政
策
で
し
た
。

放
送
の
後
、
私
は
庭
へ
出
て
、
父
の
背
よ
り
も

高
く
な
っ
た
ヒ
マ
を
見
ま
し
た
。
父
が
私
の
肩
に

手
を
置
い
て
、「
こ
の
ヒ
マ
も
、
お
役
に
立
た
な

当
時
京
都
の
大
学
生
だ
っ
た
「
ケ
ン
兄
さ
ん
」
の

こ
と
で
す
。
時
々
珍
し
い
土
産
を
持
っ
て
姫
路
の

私
た
ち
の
家
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
私
と
弟
、
妹

に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
た
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
彼
が
最
後

に
来
た
の
は
、
姫
路
城
の
桜
が
満
開
の
頃
で
、
い

つ
も
の
よ
う
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
翌
日
、

見
送
り
に
行
き
ま
し
た
。
桜
吹
雪
の
中
、
彼
は
何

度
も
振
り
返
り
、
手
を
挙
げ
て
去
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
３
カ
月
後
、
終
戦
の
年
の
７
月
末

に
、
突
然
彼
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。
学
徒
出
陣

し
、
特
攻
隊
員
と
し
て
戦
死
し
た
の
で
す
。

悲
し
い
出
来
事

昭
和
18
年
頃
で
し
ょ
う
か
、
近
所
の
空
き
地

が
整
理
さ
れ
、「
殉じ
ゅ
ん
こ
く
え
い
れ
い
の
ひ

国
英
霊
之
碑
」
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
あ
る
日
、
通
り
か
か
る
と
、
白
髪
の

上
品
な
婦
人
が
、
黒
い
紋
付
を
着
て
、
そ
の
碑

の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
拝
ん
で
い
る
姿
を
見
ま

し
た
。
気
に
な
り
毎
日
の
よ
う
に
碑
の
あ
る
道

を
通
る
と
、
必
ず
そ
の
婦
人
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
組
長
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、「
早
く
に
夫
を
亡

く
し
、
女
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
た
一
人
息
子
が
、

先
般
戦
死
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し

て
、
あ
る
霜
の
降
り
た
寒
い
朝
、
そ
の
婦
人
は

碑
の
前
で
冷
た
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
か
に

息
子
の
こ
と
を
大
事
に
想
っ
て
い
た
か
を
身
に

染
み
て
感
じ
、
本
当
に
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。

終
戦
の
日

８
月
15
日
、「
正
午
に
重
大
な
ラ
ジ
オ
放
送
が

あ
る
の
で
、
全
国
民
必
ず
聞
く
よ
う
に
」
と
い
う

伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

床
の
間
に
ラ
ジ
オ
が
置
か
れ
、
近
所
の
人
が

大
勢
来
て
、
姿
勢
を
正
し
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。

「
玉ぎ
ょ
く
お
ん音放

送
」
が
流
れ
、
古
い
ラ
ジ
オ
は
雑
音

か
っ
た
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
も
う
秋
風
が
立
ち

始
め
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
日
本
全
国
で
栽
培
さ

れ
た
ヒ
マ
が
戦
争
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

も
し
使
用
出
来
た
と
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
役
に

立
っ
た
の
か
は
今
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

世
界
が
一
致
団
結
す
る
チ
ャン
ス

戦
争
が
終
わ
っ
て
75
年
が
経
っ
て
も
、
い
ま
だ

に
忘
れ
ら
れ
な
い
悲
し
い
光
景
は
、
走
馬
灯
の
よ

う
に
私
の
頭
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
私
た
ち
の
子

ど
も
や
孫
の
世
代
の
人
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
辛

い
思
い
を
決
し
て
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
世
界

共
通
の
敵
が
あ
り
、
世
界
が
一
致
団
結
す
る
チ
ャ

ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
世
か
ら
戦
争
が
な

く
な
り
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
み
ん
な
平
和
に

暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

※ 

挿
絵（
山
本
明
子
：
文
・
藤
井
美
佳
：
絵
『
ア
コ
の
戦
争
』

よ
り
）（
画
像
提
供
：
歴
史
資
料
館
）

昭和13年頃、宇治市五ケ庄福角にて。背
後には高射砲がある。（画像提供：歴史資
料館）

表紙の説明

山
やまもと

本 明
あき

子
こ

さん（宇治）
満州事変や二・二六事件が起きた昭和１１年に生まれ、
５～9歳のときに太平洋戦争を経験

終
戦
か
ら
75
年
が
経
ち
、
戦
争
体

験
者
か
ら
戦
争
の
悲
惨
さ
を
直
接
聴

く
機
会
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
本
特

集
で
は
、
子
ど
も
の
時
代
に
戦
争
を

経
験
し
た
人
に
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
世
界
の
各
地
で
紛
争
や
テ

ロ
が
発
生
し
て
い
る
今
、
改
め
て
、
平

和
の
尊
さ
に
つい
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

語句
説明

特
別
高
等
警
察 

「
特
高
（
と
っ
こ
う
）」
と
言
わ
れ
た
。

政
治・
思
想・
言
論
を
取
り
締
ま
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
警
察

配
給 

物
資
の
供
給
を
政
府
が
一
元
的
に
行
う

制
度

Ｂ
29 

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
製
の
長
距

離
爆
撃
機
。
各
都
市
の
無
差
別
爆
撃
や
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
際
に
使
用

さ
れ
た
。

殉
国
英
霊
之
碑 

戦
死
者
を
祀
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
石
碑

玉
音
放
送 

終
戦
時
に
放
送
さ
れ
た
天
皇
の
肉
声
。

ヒ
マ 

別
名
ト
ウ
ゴ
マ
。
種
子
か
ら
取
っ
た
油

は
下
剤
や
機
械
油
に
用
い
ら
れ
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
身
体

的
距
離
の
確
保
、マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
換
気

を
行
い
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

写
真
撮
影
時
の
み
、マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。

庭でヒマを見つめる私と父

ハーモニカを吹くケン兄さん

幼稚園を卒園する私たち
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宇
治
か
ら
見
た太

平
洋
戦
争

太
平
洋
戦
争
時
、
伊
勢
田
・
小
倉
に
住
み
、
小

倉
国
民
学
校
（
現
・
小
倉
小
学
校
）
の
同
級
生

だ
っ
た
西
岡
さ
ん
、
吉
村
さ
ん
、
久
保
田
さ
ん
、

辻
さ
ん
の
４
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

軍
国
教
育

太
平
洋
戦
争
時
、
私
た
ち
は
小
学
生
で
、
学

校
へ
は
集
団
登
校
を
し
ま
し
た
。
毎
朝
、
小
倉
町

の
子こ
も
り守
神
社
で
、
高
等
科
の
生
徒
が
集
合
ラ
ッ

パ
を
吹
き
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
合
図
に
集

合
し
、
行
進
ラ
ッ
パ
に
合
わ
せ
て
ま
る
で
軍
隊
の

よ
う
に
行
進
を
し
て
登
校
し
ま
し
た
。

Ｂ
29
が
近
く
に
墜
落

終
戦
の
年
、
昭
和
20
年
６
月
に
、
上
空
を
飛
ん

で
い
た
Ｂ
29
が
、
高
射
砲
の
砲
撃
を
受
け
、
バ
ラ

バ
ラ
と
分
解
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
住
む
所
か
ら

わ
ず
か
５
０
０
ｍ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
畑
に
墜
落
し
ま
し
た
。
墜
落
す
る
機
体
か

ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
脱
出
す
る
ア
メ
リ
カ
兵
を
見

ま
し
た
。
女
性
の
兵
隊
も
い
ま
し
た
。
墜
落
し
て

く
る
Ｂ
29
が
間
近
に
迫
る
と
、「
学
校
の
校
舎
が
落

ち
て
く
る
」
と
感
じ
る
ほ
ど
、
巨
大
な
飛
行
機
で

し
た
。
私
た
ち
は
、
竹
や
り
を
持
ち
、
走
っ
て
向

か
い
ま
し
た
。
落
ち
て
い
る
防
弾
ガ
ラ
ス
や
ジ
ュ

ラ
ル
ミ
ン
の
破
片
を
拾
い
、
家
に
持
っ
て
帰
り
ま

し
た
。
防
弾
ガ
ラ
ス
は
こ
す
る
と
独
特
の
に
お
い

が
し
て
、
そ
の
に
お
い
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

食
べ
物
に
は
困
ら
な
か
っ
た

私
た
ち
の
住
ん
で
い
た
そ
の
頃
の
小
倉
町
は
、

農
村
で
し
た
の
で
都
会
に
比
べ
て
、
米
な
ど
の

食
料
に
は
比
較
的
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
京
都

市
内
か
ら
人
が
、
着
物
な
ど
を
携
え
て
、
米
や
野

菜
を
買
い
に
来
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

当
時
、
貨
幣
の
価
値
が
低
く
、
農
作
業
の
手

伝
い
に
来
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
貨
幣
で
は
な

く
、
お
米
な
ど
の
食
べ
物
で
支
払
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
野
菜
な
ど
を
盗
ま
れ
る
こ
と
が
頻
繁

に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
親
は
「
ま
あ
え
え
や
ん

か
」
と
大
目
に
見
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

蓮は
す

の
実
が
お
や
つ

私
た
ち
の
住
む
地
域

は
か
つ
て
巨お
ぐ
ら
い
け

椋
池
で
し

た
の
で
、
ば
ん
じ
ょ
の

実
（
蓮
の
実
）
が
た
く

さ
ん
取
れ
ま
し
た
。
ど

ん
ぐ
り
の
よ
う
な
味

で
お
や
つ
代
わ
り
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

椎し
い

の
実
や
椋む

く

の
実
な
ど
も
食
べ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
拾
い
に
行
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
遊
び
で
、

楽
し
か
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

防
空
壕
の
中
で

空
襲
警
報
が
鳴
り
、
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
こ

と
は
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
防
空
壕
の
中
は
ジ

メ
ジ
メ
し
て
気
持
ち
悪
く
、
親
に
す
が
っ
て
身
を

縮
め
て
、
爆
音
が
去
る
の
を
た
だ
ひ
た
す
ら
待
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
が
燃
や
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
争
に
対
す
る
思
い

戦
争
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。
親
子
が
離
れ

離
れ
に
な
る
の
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
戦
争
が
起
き
な
い
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

市公式YouTubeちはや茶んねる

「戦争体験アーカイブ」
市平和都市推進協議会では、戦争体験者の当時の

記憶・証言を映像化する事業に取り組んでいます。
山崎彰さんのお話等を視聴出来ます。

宇治市　戦争体験アーカイブ

昭和17年、小倉国民学校に入学

山
やまざき

崎 彰
あきら

さん（明星町）
10歳の時に富山大空襲を経験

語 句
説 明

高
等
科 

現
在
の
中
学
１
・
２
年
生
に
相
当
す
る
。

高
射
砲 

地
上
か
ら
航
空
機
を
攻
撃
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
火
砲
。
宇
治
に
は
現
在
の
京
都
文

教
大
学
の
敷
地
に
あ
っ
た
。

庭
に
出
て
み
る
と

富
山
市
街
が
真
っ
赤
だ
っ
た

太
平
洋
戦
争
を
富
山
市
で
経
験
し
た
、
山
崎

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

富
山
大
空
襲

昭
和
20
年
８
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
機
、

Ｂ
29
、
70
機
が
富
山
市
上
空
に
現
れ
、
富
山
市

街
を
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。

空
襲
の
２
、
３
日
前
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行

機
が
落
と
し
た
「
今
度
攻
撃
す
る
」
と
い
っ
た

内
容
の
ビ
ラ
を
見
て
、
父
親
は
「
危
な
い
」
と

思
っ
た
の
か
、
私
と
３
歳
上
の
姉
と
母
親
の
３

人
に
、
母
親
の
実
家
に
行
く
よ
う
に
言
っ
た
の

で
、
私
た
ち
は
先
に
向
か
い
ま
し
た
。
母
親
の

実
家
で
寝
て
い
る
途
中
に
起
こ
さ
れ
て
庭
に
出

て
み
る
と
、
富
山
市
街
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
様
子
だ
と
実
家
も
危
な
か
っ
た
の
で
、

親
戚
の
家
に
行
き
、
前
を
流
れ
て
い
た
川
に
浸

か
っ
て
朝
ま
で
熱
さ
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
６
歳

上
の
兄
と
９
歳
上
の
姉
と
父
親
は
自
分
た
ち
の

家
に
残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
空
襲
が
始
ま
り
、

い
ち
早
く
逃
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
た
ち
の

い
る
親
戚
の
家
に
集
ま
り
、
み
ん
な
が
無
事
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
ほ
っ
と
し
、
喜
び
ま
し

た
。朝

に
な
り
、
自
分
の
家
に
向
か
い
ま
し
た
。

富
山
市
街
に
入
る
と
、
家
は
全
て
燃
え
、
あ
ち

こ
ち
に
黒
い
死
体
が
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
家
の
前
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、
石
の
塀
と

お
墓
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ト

ラ
ッ
ク
が
１
台
や
っ
て
き
て
、
向
か
い
の
寺
の
前

に
止
ま
り
、
死
体
を
荷
台
に
乗
せ
て
い
ま
し
た
。

寺
の
防
空
壕
は
屋
根
つ
き
で
、
直
接
爆
弾
を
落

と
さ
れ
な
い
限
り
は
絶
対
大
丈
夫
な
の
で
す
が
、

周
囲
が
全
部
火
事
に
な
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る

「
蒸
し
焼
き
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
防
空
壕
の
中

で
全
員
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
富
山
地

方
鉄
道
に
乗
っ
て
、
富
山
市
か
ら
か
な
り
離

れ
た
上
市
町
に
行
き
、
そ
こ
で
暮
ら
し
始
め
て
、

や
っ
と
一
息
つ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

終
戦
、
そ
の
後

「
重
大
発
表
が
あ
る
。
全
国
民
聞
く
よ
う
に
」

と
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
で
あ
る
玉
音
放
送
が

あ
り
ま
し
た
。
独
特
な
話
し
方
な
の
で
何
を
話

さ
れ
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

た
だ
、「
戦
争
が
終
わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け

は
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
進
駐
軍
（
ア
メ
リ
カ
軍
）
が
富
山

に
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
兵
は
ジ
ー

プ
に
乗
っ
て
あ
ち
こ
ち
行
く
の
で
す
が
、
子
ど

も
を
見
る
と
、
飴
な
ど
を
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

戦
争
中
は
、「
ア
メ
リ
カ
兵
が
来
た
ら
殺
さ
れ

る
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、「
こ
ん
な
に
い
い
人

た
ち
な
の
か
」
と
思
い
ま
し
た
。

戦
争
中
は
、
教
科
書
で
も
音
楽
の
時
間
で
も

軍
歌
を
習
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
い
く
つ
も
覚

え
て
い
る
く
ら
い
、
頭
の
中
に
ま
で
「
正
義
の

戦
い
！
」
と
い
う
こ
と
が
、
染
み
つ
い
て
い
ま

し
た
。
戦
争
が
終
わ
り
、
新
し
い
学
校
に
入
っ

た
こ
と
で
、
国
民
学
校
４
年
生
ま
で
受
け
て
い

た
教
育
で
頭
に
染
み
つ
い
た
考
え
が
消
さ
れ
て

い
き
、
戦
争
に
偏
ら
な
い
、
ま
と
も
な
こ
と
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い

世
界
全
体
が
、
同
じ
人
類
と
し
て
国
や
言
葉

が
違
っ
て
も
何
か
あ
れ
ば
話
し
合
い
で
物
事
を

解
決
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。
戦
争
を
し

た
ら
ど
ち
ら
も
傷
つ
く
わ
け
で
す
。
戦
争
な
ん

て
た
だ
、
人
の
命
と
物
を
失
い
、
お
互
い
に
犠

牲
を
払
う
だ
け
で
す
。
戦
争
な
ん
か
絶
対
に
す

る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。

蓮の実

辻
つじ

 敏
とし

雄
お

さん（伊勢田町）久
く

保
ぼ

田
た

 博
ひろむ

さん（小倉町）吉
よし

村
むら

 利
とし

子
こ

さん（小倉町）西
にし

岡
おか

 弘
ひろ

さん（広野町）

炎上する富山市街

上：空襲後の市電通り
下：現在の同じ場所
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一
分
間
の
黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す

戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
核
兵
器
の
廃
絶
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
っ
て
、市
役
所
平

和
エ
リ
ア
の「
平
和
の
鐘
―
祈
り
―
」を
吹
鳴
し

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
分
間
の
黙
祷
を
お

願
い
し
ま
す
。
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
８
月
６
日（
木
）正
午（
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
日
）

●
８
月
９
日（
日
）午
前
11
時
２
分（
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
時
）

●
８
月
15
日（
土
）正
午（
終
戦
の
日
）

広
島
で
感
じ
た戦争

と
平
和

平
和
訪
問
団
に
参
加
し
て

テ
レ
ビ
で
戦
争
に
関
す
る
番
組
を
見
た
り
、
戦

争
に
関
す
る
授
業
を
聞
い
た
り
し
て
、
戦
争
に

興
味
を
持
ち
、
平
和
訪
問
団
に
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
広
島
の
平
和
祈
念
資
料
館
で
、
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
の
絵
を
見
て
、
背
筋
が
ぞ
っ
と
し
て

怖
か
っ
た
で
す
。
千
羽
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
が
、

奉
納
さ
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
千
羽
鶴
を
見
て
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
平
和
を
祈
っ
て
い
る
の

だ
と
驚
き
ま
し
た
。

原
爆
を
経
験
し
た
人
か
ら
話
を
聴
き
、
実
体

験
だ
か
ら
こ
そ
の
、
迫
真
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
必
死
に
な
り
伝
え
よ
う
と
す
る
く

ら
い
、
怖
い
体
験
だ
っ
た
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
人
へ
の
お
願
い

「
戦
争
は
怖
い
こ
と
」
だ
と
、
大
人
は
子
ど
も

に
、
も
っ
と
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
が
「
戦
争
や
平
和
」
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
増
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
ざ
け
て
「
死
ね
」
と
か
「
死
ん
だ
」

と
言
う
言
葉
を
使
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
戦

争
を
実
際
に
体
験
し
た
人
が
聞
く
と
ど
う
思
う

の
で
し
ょ
う
か
。
軽
は
ず
み
に
そ
う
い
う
発
言
は

し
な
い
方
が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ
・

戦
争
の
悲
惨
さ
を

次
代
に
引
き
継
ご
う

市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
、「
平
和
こ
そ

が
次
代
へ
の
最
高
の
遺
産
で
あ
る
」
と
の
願
い

か
ら
、
戦
争
の
悲
惨
さ
・
愚
か
さ
、
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
今
年
も
様
々
な

平
和
事
業
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
入
場
は
無

料
で
す
。 

問
総
務
課
（

20
・
８
７
０
０
）

戦
争
犠
牲
者
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
り
、
献
花
や
黙
祷
等
を
行
い
ま
す
。

時
８
月
15
日（
土
）午
前
11
時
35
分
〜

所
市
役
所
北
側
平
和
エ
リ
ア

市
民
平
和
祈
念
集
会

平
和
図
書
展

戦
争
や
紛
争
の
悲
惨
さ
を
描
い
た
小
説
や
体

験
談
の
他
、
子
ど
も
向
け
に
は
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
る
絵
本
や
物
語
等
の
図
書
を
展
示
し
、

貸
出
を
行
い
ま
す
。

時
８
月
18
日（
火
）〜
30
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
中
央
図
書
館
の
み
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
）（
24
日〈
月
〉・27
日〈
木
〉は
休
館
）所

中
央・東
宇
治・西
宇
治
図
書
館

８
月
は
人
権
強
調
月
間
で
す
。
様
々
な
催
し
を

通
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
と
共
に
人
権
の
大
切
さ

も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
８
月
20
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

所
文
化
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民
館
、歴
史
資
料
館
、

中
央
図
書
館
問
人
権
啓
発
課（

20・

８
７
２
５
）、

総
務
課（

20
・
８
７
０
０
）

【
入
場
整
理
券
が
必
要
な
催
し（
８
月
５
日〈
水
〉か

ら
配
布
）】

■
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
宇
治
市
戦
争
体
験
ア
ー
カ
イ
ブ（
テ
ロ
ッ
プ
あ

り・字
幕
な
し
）

平和★
ひゅうまん
夏フェスタ

●
映
画
上
映「
ペッ
ト
２
」（
日
本
語
吹
替・
字
幕
あ
り
）

《
午
前
の
部
》
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
20
分

《
午
後
の
部
》
午
後
２
時
〜
午
後
４
時
20
分

定
各
部
600
人

※
午
前
・
午
後
の
部
共
に
内
容
は
同
じ
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
座
席
数
を

減
ら
し
、
記
名
入
場
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

■
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
前

正
午
〜
午
後
２
時
半

●
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示

●
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介
や
啓
発
物
品
の
配
布

●
障
害
者
福
祉
施
設
の
手
作
り
品
の
販
売

【
入
場
整
理
券
が
不
要
な
催
し
】

■
中
央
図
書
館

午
後
１
時
〜
１
時
半

●「
平
和
の
お
は
な
し
会
」

平
和
の
大
切
さ
・
命
の
尊
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵

本
の
お
は
な
し
会
を
し
ま

す
。

対
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
程
度
（
定
先
８
組
）

入
場
整
理
券
は
８
月
５
日（
水
）午
前
９

時
か
ら
、
人
権
啓
発
課・
総
務
課・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ー
ク
う
じ
館
・
同
こ
は
た
館（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
男
女
共
同
参
画
課

（
ゆ
め
り
あ
う
じ
）・
中
央
公
民
館・
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

木
幡・小
倉・広
野
公
民
館（
日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）で
配
布
。
一
人
４
枚
ま
で
。
無
く
な

り
次
第
終
了
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
掲
載
後
に
事
業
の
中
止
や
延
期
等
が
決

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況

に
つ
い
て
は
、
各
記
事
に
掲
載
の
問
い
合
わ

せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

戦
時
中
に
出
版
さ
れ
た

子
ど
も
向
け
雑
誌

戦
時
中
に
出

版
さ
れ
た「
少
年

倶
楽
部
」と「
少

女
倶
楽
部
」。
こ

う
し
た
雑
誌
に

は
、国
民
を
戦
争

に
駆
り
立
て
る

文
章
や
イ
ラ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

▼少年倶楽部

▲少女倶楽部

「
平
和
の
絵
」展
示

市
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
に
募
集

し
た「
平
和
の
絵
」

の
展
示
を
行
い
ま

す
。

時
８
月
11
日（
火
）

〜
19
日（
水
）＝
市

役
所
１
階
市
民
交

流
ロ
ビ
ー

※
８
月
20
日（
木
）は
平
和
☆
ひ
ゅ
う
ま
ん
夏
フ
ェ
ス
タ（
中
央

公
民
館
）
で
展
示
し
ま
す
。

ここで紹介した雑誌などの
実物を見に行きませんか？
平和都市推進協議会×歴史資料館
戦争遺品展 戦後75年 新聞・雑誌に見る戦中・戦後
時９月6日（日）まで 所歴史資料館
内 同協議会に寄贈された戦争遺品及び館蔵の資料を展示し、
戦時下の暮らしを振り返ります。

他月曜日・祝日は休館 問同館（ 39-9260）

野
の

中
なか

 涼
すず

音
ね

さん
現在、木幡中学校2年生。
将来の夢は、人の心に寄り添えるような心理カウンセラーや
学校の先生などになりたいと話してくれました。

平和祈念公園を訪れ、
千羽鶴の奉納をする平和訪問団

「百億国民貯蓄」を目指した郵便貯金
運動が展開され、貯蓄債券や報国債
券の購入が奨励されました。

貯金箱

防空頭巾
空襲時、火の粉や落下物から頭部を守るた
めに被りました。持ち運びがしやすく家庭で容
易に作れるため、広く使用されました。

灯火管制用電球
昭和13年（1938）の「灯火管制規則」で明
かりが漏れないよう細かなルールが定められ、
下方のみ照らす電球や、電灯を覆うカバーが
使用されました。
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防音ハウス

汚泥処理プラント
加泥材
プラント ストック

セグメント

中央
制御室

4.8t吊天井クレーン

土砂ビット

0.45m3

バックホウ
（超低騒音型）

裏込
プラント

シールドマシン 密閉土砂スキップ バッテリーロコ

発進立坑

　平成26年に施行された水循環基本法により、8月1日が「水の日」と
定められました。市では、「安全で安心して暮らせる水道水の供給」を
基本理念に、将来につながる事業運営に努めています。
　今回は、現在行っている水道施設（水道管等）の工事を紹介します。 

問水道総務課（ 20-8763）

琵琶・下居配水池連通管改良工事
　琵琶配水池と下居配水池を結ぶ水道管の工事を行っています。
　シールドマシンという機械でモグラのように掘っていき、直径1m20cmのトンネルを 
作ります。そこに直径70cmもある大きな水道管を入れていきます。
　シールドマシンを使うことで、道路を通行止めすることなく、工事を行うことが出来ます。 ？水道の工事って

どんなもの
〜 工事の内側をのぞいてみよう 〜

安全・安心な水道水
安全・安心な水道水を届けるため、浄水場では水質

を厳しく管理しており、法令で定められた51項目全ての基準
を満たしています。元年度に行った主な項目の平均値は表の
とおりです。詳しくは市ホームページからも確認出来ます。

試験項目 単位 宇治浄水場 府営水受水分 基準

一般細菌 個 /mL 0 0 100 以下

大腸菌 不検出 不検出 検出されないこと
カルシウム、
マグネシウム等 （硬度） mg/L 58 39 300 以下

pH 値 7.0 7.2 5.8-8.6

味 異常なし 異常なし 異常でないこと

臭　気 異常なし 異常なし 異常でないこと

色　度 度 0.5 未満 0.5 未満 5 以下

濁　度 度 0.2 未満 0.2 未満 2 以下

残留塩素 mg/L 0.5 0.6 0.1 以上

※管末での検査結果です

公用車に掲載する広告を募集
〜走る広告塔を利用しませんか〜

　公営企業市上下水道部の管理車両にマグネットシートを貼
付する「走る広告塔」の利用者を募集しています。公用車は市
内及び京都府内等を走行するため、様々な場所での宣伝効果
が期待出来ます。あなたの仕事を宣伝しませんか。
《寸法》縦50cm×横60cm
《費用》	１車（ドア両面2枚）あたり月3千円（税込）
《掲載方法》	マグネットシート(掲載者による作成)を  

車体に貼り付け
申申請書に掲載者の事業内容がわかる書類（会社案内など）と
掲載しようとする広告の画像デー
タ及びカラー刷りした原稿を添え、
郵送または同課窓口（〒611-8501
宇治琵琶45-2）へ。申請書は市ホー
ムページから印刷も出来ます。

＼今回紹介する工事 ／

先輩！なぜ、	水道施設の
工事が必要なんですか？

新人職員

なるほど！
そうなんですね～。

新人職員

それはな。
水道管などの水道施設が古くなると、漏水事
故や災害時の給水停止など、大きな被害を引
き起こす恐れがあるからやで。それを防ぐた
めに、更新・耐震化工事を行っているんやで。

先輩職員

水道は欠くことの出来ないライフラ
インやから、平常時はもちろん、災害
等の非常時でも一定の給水を確保す
ることが大切なんやで。

先輩職員

シールド内部

シールドマシン

今後も市民の皆さん
に

安全 で 安心 な 水道水
 をお届けするため、

耐震化等の工事を進
めていきます！
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今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

こ
ど
も

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
請
求
、

現
況
届
の
手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
な
い
と

情
報
B
O
X

受
給
出
来
ま
せ
ん
。
受
給
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
こ
ど
も
福
祉
課
へ
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
に
つ
い
て
、
父

ま
た
は
母
も
し
く
は
養
育
者
が
そ
の
子
を
監
護

し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
要
件
を
満
た
し
て

い
て
も
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子　
◎
父
ま
た
は

母
が
死
亡
し
た
子　
◎
父
ま
た
は
母
が
一
定
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子　
◎
そ
の
他（
父

ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
等
）

 ● 

現
在
、
受
給
し
て
い
る
人
へ

（
支
給
停
止
の
人
を
含
む
）

　
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
３
日（
月
）～

31
日（
月
）に
、
本
人
が
同
課
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
な
い
ま

ま
２
年
が
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り
受
給
資
格

が
消
滅
す
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
の
母
親

無
料
半
日
人
間
ド
ッ
ク

時
3
年
1
月
4
日（
月
）～
3
月
31
日（
水
）（
年

末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
中
） 

所
京
都
第
一

赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー（
京
都
市
東
山
区
）

対
4
月
1
日
時
点
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
30
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人（
父
子
家
庭

の
父
や
所
得
制
限
超
過
の
た
め
手
当
が
全
部
支

給
停
止
の
人
を
除
く
）で
、
昨
年
度
に
母
子
家

庭
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
人　
定
80

人（
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り
）　
￥
無
料（
精

密
検
査
・
交
通
費
は
本
人
負
担
）　
申
所
定
の

申
込
用
紙
と
、
申
請
者
の
氏
名
・
住
所
を
書
い

た
返
信
用
封
筒（
要
84
円
切
手
）を
、
8
月
3
日

（
月
）～
31
日（
月
）（
必
着
）に
、
郵
送
か
山
城
北

保
健
所
福
祉
室
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
掲
載
後
に
事
業
の
中
止
や
延
期
等
が
決

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況

に
つ
い
て
は
、
各
記
事
に
掲
載
の
問
い
合
わ

せ
先
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 宇治っ子

輝け！
子育て応援コーナー

休日・夜間などの急患診療 病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

医
療
機
関

宇治徳洲会病院 0774- 20-1111

田辺中央病院（京田辺市） 0774- 63-1111

男山病院（八幡市） 075-983-0001
※平日金曜の18時～翌朝8時。

軽症の場合は、まず「小児救急電話相談」を利用してく
ださい。

●	新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、受付時間や診療科目な
どを変更する可能性があります。受診の前に、電話で問い合わせてくだ
さい。

医
療
機
関

休日急病診療所 0774-39-9430 FAX0774-39-9432
場　所 うじ安心館5階（内科・小児科・歯科）

診療日
日曜・祝日及び
振替休日、年末年始（12月31日～1月3日、歯
科のみ12月29日～）

受付時間
9時30分～11時30分
13時～16時30分※
※�「歯科」は13時～14時30分

京都きづ川病院（城陽市） 0774-54-1111
※小児科医が対応します。
※日祝の9時～18時。まずはお問い合わせください。

（つながらない場合 075-661-5596）
#8000小児救急電話相談

時間 年中無休、19時～翌朝8時（土曜
〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

新型コロナウイルス感染症対策として、3	月から中止していた BCG	予防接種は 7	月から、乳幼児健診は 8	月から再開しています。中止して
いた 3	月の対象の人から順に案内をしています。対象となる人には個別でお知らせします。
乳幼児相談、パパママ教室については内容の変更などがあるため、開催状況などについては、市ホームページを確認してください。

来月の健康診査・相談など 問保健推進課　 20-8728

問保健推進課（ 20-8728）
　小学生で受ける定期予防接種があります。この時期に接種
することで、乳児期に受けた予防接種の免疫をより強くする
効果があります。対象年齢の期間内に接種しましょう。

《対象・回数》
 ・ 2種混合ワクチン ……… 11歳以上13歳未満（1回）
 ・ 日本脳炎ワクチン2期 ……… 9歳以上13歳未満（1回）

《費用》無料
《持ち物》母子健康手帳（予診票は協力医療機関または同課で配布）
《実施場所》協力医療機関(市ホームページを確認してください)
※ 協力医療機関以外で接種を希望する人は、事前に同課へ。

２種混合ワクチン・日本脳炎２期の
予防接種を忘れずに！

ところ 休 館 日
南部地域子育て支援センター 8月13日(木)・14日(金)
東部地域子育て支援センター 8月13日(木) ～16日(日)
北部地域子育て支援センター 8月13日(木) ～16日(日)
りぼん 8月10日(祝) ～15日(土)
ぶんきょうにこにこルーム 8月8日(土) ～16日(日)
ひあにしおぐら 8月13日(木) ～15日(土)
toridori 8月12日(水) ～15日(土)
ぽけっと 8月10日(祝) ～15日(土)

地域子育て支援センター等のお盆休館

その他のひろばは	「宇治子育て情報誌」	を確認してください。
問地域子育て支援基幹センター 39-9109

子どもと一緒に遊びに行こう 就学前のお子さんと保護者が気軽に集い、遊べる場を紹介します。

市立幼稚園　未就園児活動  問各市立幼稚園
入園前のお子さんと保護者が一緒に楽しめる遊びの広場を
開催しています。詳細は各園にお問い合わせください。

園庭開放  問地域子育て支援基幹センター 39-9109
保育所等の広い園庭を遊び場として開放します。
新型コロナウイルス感染症対策として、中止・
延期となっているものがあります。開催状況に
ついては、市ホームページを確認してください。

事業名・問い合わせ ところ・とき その他

赤ちゃんサロン
問社会福祉協議会
22-5650　

所総合福祉会館
時9月24日(木)
10時～12時

対妊婦、生後1 ～4か月の子
と保護者
内ミニプログラムと参加者同
士の交流タイム。動きやすい
服装で参加してください。
￥200円　持バスタオル

赤ちゃん広場
問社会福祉協議会
22-5650　

所総合福祉会館
時9月4日(金)
10時～12時

対生後5 ～8か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同
士の交流タイム。動きやすい
服装で参加してください。
￥200円　持バスタオル

赤ちゃんパーク
問社会福祉協議会
22-5650　

所総合福祉会館
時9月18日(金)
10時～12時

対生後9 ～12か月の子と保
護者
内ミニプログラムと参加者同
士の交流タイム。動きやすい
服装で参加してください。
￥200円　持バスタオル

おしゃべり 
キャッチボール
問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館
時8月7日(金)
10時～11時30分

対双子・三つ子などの多胎
児（就園前くらいまで）と保
護者
内参加者同士の交流・情報
交換。
持バスタオル

その他ひろば・サロンなど
自宅で体温測定のうえ、マスク着用で参加してください。

子育てに関する旬な情報をお伝えします。子育て情報誌・
LINEでも情報を発信しています。併せてご確認ください。

宇治市の子育て支援に関する情報をお届けす
るLINE公式アカウントです。QRコードを
スマートフォン等で読み込んでください。

令和元年8月生まれのお子さんを募
集します。応募はEメールで受付中
です（応募締切8月3日必着）。
詳細は市ホームページまで。

ところ と き
神明幼稚園
39-9288

8月3日（月）・24日（月）
10時30分～11時30分

東宇治幼稚園
39-9290

8月5日（水）・27日（木）
10時30分～11時30分 ※27日は要予約

木幡幼稚園
39-9292

8月5日（水）・26日（水）
10時～11時 ※26日は要予約

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

産
業・消
費

生
活・求
人

こ
ど
も
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https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6189.html
https://line.me/R/ti/p/gdYzhpW1kJ
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/4452.html


援
コ
ー
ナ
ー（

075
・
662
・
3
7
7
3
）へ
。

公
民
館
等
管
理
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

《
勤
務
内
容
》公
民
館
等
の
施
設
管
理　
《
任
用

期
間
》10
月
１
日
～
３
年
３
月
31
日　
《
勤
務
日
》

所
長
等
が
指
定
す
る
日　
《
勤
務
時
間
》午
前
８

時
半
～
午
後
10
時
の
う
ち
所
長
等
が
指
定
す
る

時
間　
《
勤
務
場
所
》市
内
の
公
民
館
ま
た
は
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
《
報
酬（
時
間
額
）》９９４
円　

《
募
集
人
数
》若
干
名　
《
選
考
方
法
》面
接　
申

市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）を
、
８
月
14
日（
金
）

ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
か
生
涯
学
習
課
窓
口
へ
。

そ
の
他

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
臨
時
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

時
8
月
4
日（
火
）・
11
日（
火
）・
24
日（
月
）い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
半　
所
市
役
所
2
階

201
会
議
室　
対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親　
問
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治（

20
・
8
6
1
9
）

明
る
い
選
挙

「
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」を
募
集

　
入
賞
者
に
は
賞
状
・
賞
品
を
贈
り
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
募
集
内
容
》明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
を

表
す
ポ
ス
タ
ー
か
標
語（
標
語
は
お
お
む
ね
20

文
字
以
内
）　
《
応
募
資
格
》◎
児
童
・
生
徒
の

部
＝
市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
在
学

の
児
童
・
生
徒
◎
一
般
の
部
＝
市
内
在
住
の
人

（
ポ
ス
タ
ー
は
家
族
・
友
人
等
で
の
合
作
も
可
）

申
９
月
11
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
窓
口
へ
。

総
合
計
画
審
議
会
の

市
民
公
募
委
員
を
募
集

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
同
計
画
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
や
関
係
団
体
役
職
員
と
共
に
、
将
来
の

市
の
方
向
性
を
検
討
す
る
市
民
公
募
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

《
募
集
人
数
》10
人
程
度　
《
任
期
》10
月（
予
定
）

～
４
年
３
月
31
日　
《
報
酬
》１
日
あ
た
り
9

9
0
0
円　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

４
月
１
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
人（
本
市
市

議
会
議
員
及
び
職
員
を
除
く
）　
申
応
募
用
紙

を
、
８
月
21
日（
金
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
経
営
戦
略
課

窓
口（
FAX
20
・
8
7
7
8　

keieisenryaku
ka@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

　
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
１
階
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
、
市
の
主
な
公
共
施
設
に
あ
る
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

※ 

書
類
選
考
の
上
、
面
談
を
実
施
し
ま
す（
８

月
下
旬
を
予
定
）。
結
果
は
９
月
中
旬
頃
に

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

市
内
の
３
施
設
共
通
割
引
券

　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
対
策
を
と
り
な
が
ら

市
内
の
各
施
設
を
再
開
し
て
い
ま
す
。w

ith

コ
ロ
ナ
の
生
活
の
な
か
、
身
近
な
場
所
の
観
光

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
割
引
券
を
切
り
取

り
、
各
施
設
を
利
用
す
る
と
き
に
、
入
場
券
の

販
売
窓
口
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

若
森
7

-

6　

21
・
2
1
0
2
）ま
た
は
こ

ど
も
福
祉
課
窓
口
へ
。
申
込
用
紙
は
各
申
し
込

み
先
に
あ
り
ま
す
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

古
典
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
0

～『
源
氏
物
語
』の
世
界
を
よ
む
～

　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
源
氏
物
語
の
世
界
」で

す
。
山
本
淳
子
さ
ん（
京
都
先
端
科
学
大
学
教

授
）に
よ
る
講
演「『
源
氏
物
語
』の
語
り
と
和

歌
」や
、
東
儀
秀
樹
さ
ん（
雅
楽
師
）を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
た「
王
朝
の
音
色
を
よ

む
」等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
古
典
の
日
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
大
賞
受

賞
者
の
朗
読
も
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
1
日（
日
）午
後
1
時
～
4
時　
所
京
都

テ
ル
サ（
京
都
市
南
区
）　
他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
10
月
上
旬
に
定
員

を
決
定　

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://

w
w
w
.kotennohi.jp/

）に
あ
る
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
、ま
た
は
往
復
は
が
き
に
、
催
し

名
・
参
加
希
望
人
数（
2
人
ま
で
）・
応
募
者
の

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
、
同
伴

者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号

を
、
返
信
用
の
表
に
も
応
募
者
の
氏
名
・
住
所

を
書
き
、
9
月
4
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
古

典
の
日
推
進
委
員
会「
古
典
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
2
0
」係（
〒
600
・
8
0
0
9
京
都
市
下

京
区
四
条
通
室
町
東
入
函
谷
鉾
町
78
番
地 

京

都
経
済
セ
ン
タ
ー
3
階（
公
財
）京
都
文
化
交
流

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内　

075
・

353
・
3
0
6
0
）へ
。
1
通
に
つ
き
2
人
ま
で
。

重
複
応
募
不
可
。

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
1
8
2
）

ぬ
い
ぐ
る
み
の
図
書
館
お
と
ま
り
会

　
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は

な
し
会
を
楽
し
ん
だ
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書

館
に
お
と
ま
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
夜
の
図

書
館
で
過
ご
す
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
の
写
真
を
、

お
迎
え
時
に
渡
し
ま
す
。

時
8
月
26
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時
10
分

所
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
未
就

学
児（
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
10
人　
他
マ
ス

ク
着
用
。
発
熱
・
体
調
不
良
の
場
合
は
参
加
不

可
。
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え
は
、
８
月
28
日

（
金
）午
前
９
時
以
降
。　
申
8
月
6
日（
木
）か

ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

産
業・消
費
生
活・求
人

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

　
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
個
別
就
業
相
談（
①
女
性
再
就
職

支
援
コ
ー
ナ
ー
）、
自
立
に
向
け
た
就
業
相

談
・
生
活
相
談
、
就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
の
案
内（
②
ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー

ナ
ー
）を
行
い
ま
す
。

時
8
月
18
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
4
時　
所

ゆ
め
り
あ 

う
じ　
対
働
き
た
い
女
性
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
人　
定
先
各
コ
ー
ナ
ー
3
人　
申

8
月
8
日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で
、
①
は
マ

ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
総
合
受
付（

075
・

6９2
・
3
4
4
5
）、
②
は
府
ひ
と
り
親
自
立
支

施設利用割引券
有効期間：8月〜 9月末（1枚で1施設2人まで）

源氏物語ミュージアム 大人 600円 → 480円
小人 300円 → 240円

植物公園 大人 600円 → 500円
小人 300円 → 250円

茶室 「対鳳庵」 一服 1000円 → 800円

※ 源氏物語ミュージアムは月曜日休館  
（月曜日が祝日の場合は翌日休館）

※ 植物公園は月曜日休園  
（月曜日が祝日の場合は翌日休園）
問 源氏物語ミュージアム（ 39-9300）
　 植物公園（ 39-9387）
　 茶室「対鳳庵」（ 23-3334）

複写禁止 宇治市
ちはや姫
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キ
リ
ト
リ
線 ＞
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キ
リ
ト
リ
線 ＞

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

そ
の
他

産
業・消
費

生
活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所	 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）　※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

mailto:keieisenryakuka@city.uji.kyoto.jp


広
報 う
じ

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 読
売

中
央

販
売（

株
）

06-6315-5751
へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

宇治市ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

 宇治市公式 Facebook
https://www.facebook.com/ujicity

 宇治市公式 YouTube
https://www.youtube.com/user/ujicity

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右のQRコードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779　

・世帯数	 84,671世帯（前月比＋3世帯）	 ・男	性	 89,836 人
・人　口	 185,522人（前月比－99人）	 ・女	性	 95,686 人市の人口	［令和2年7月1日現在］

　
暑
い
こ
の
季
節
、「
お
酒
を
飲
む
の
が
至
福

の
時
間
！
」と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
少
量
な
ら
気
持

ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
、
会
話
を
増
や
し

た
り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
大
量
に
な
る

と
、
運
動
機
能
を
麻
痺
さ
せ
た
り
、
意
識
障
害

の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
節
度
あ
る
適
度
な
飲

酒
」を
推
奨
し
、「
健
康
を
守
る
た
め
の
12
の
飲

酒
ル
ー
ル
」を
提
案
し
て
い
ま
す
。

1 

飲
酒
は
1
日
2
ド
リ
ン
ク
以
下

1
ド
リ
ン
ク
と
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
10
g

を
指
し
ま
す
。「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」と

は
1
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
程
度
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

2 

女
性
・
高
齢
者
は
少
な
め
に

一
般
に
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
ア
ル
コ
ー
ル

分
解
速
度
が
遅
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
も
分
解
速
度
が
下
が
る
こ
と

や
、
血
中
濃
度
が
高
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
酔
い
や
す
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。

3 

赤
型
体
質
も
少
な
め
に

飲
酒
後
に
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
反
応（
顔
面
紅

潮
・
吐
き
気
・
頭
痛
等
）を
起
こ
す
人
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
速
度
が
遅
く
、
臓
器
障

害
を
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

4 

た
ま
に
飲
ん
で
も
大
酒
し
な
い

た
と
え
飲
む
回
数
が
少
な
く
て
も
、
一
時
に

大
量
に
飲
む
と
、
身
体
を
痛
め
た
り
、
事
故

の
危
険
を
増
し
た
り
、
依
存
を
進
行
さ
せ
た

り
し
ま
す
。

5 

食
事
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と

空
腹
時
に
飲
ん
だ
り
、
一
気
に
飲
ん
だ
り
す

る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
血
中
濃
度
が
急
速
に

上
が
り
、
悪
酔
い
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
引
き
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
を
守
る
た
め
に
も
、

濃
い
酒
は
薄
め
て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

6 

寝
酒
は
極
力
控
え
よ
う

寝
酒（
眠
り
を
助
け
る
た
め
の
飲
酒
）は
睡
眠

を
浅
く
し
ま
す
。
健
康
な
深
い
睡
眠
を
得
る

た
め
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力
を
借
り
な
い

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

7 

週
に
２
日
は
休
肝
日

週
に
２
日
は
肝
臓
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
で
依
存
も
予
防
出
来
ま
す
。

8 
薬
の
治
療
中
は
ノ
ー
ア
ル
コ
ー
ル

ア
ル
コ
ー
ル
は
薬
の
効
果
を
強
め
た
り
、
弱

め
た
り
す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

9 

入
浴
・
運
動
・
仕
事
前
は
ノ
ー
ア
ル
コ
ー
ル

飲
酒
後
に
入
浴
や
運
動
を
す
る
と
、
不
整
脈

や
血
圧
の
変
動
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
危
険

で
す
。
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
運
動
機
能
や

判
断
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

10 

妊
娠
・
授
乳
中
は
ノ
ー
ア
ル
コ
ー
ル

妊
娠
中
の
飲
酒
は
胎
児
の
発
達
を
阻
害
し
、
胎

児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
授
乳
中

の
母
乳
に
入
り
、
乳
児
の
発
達
を
阻
害
し
ま
す
。

11 

依
存
症
者
は
生
涯
断
酒

依
存
症
は
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な

い
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
、
断
酒
を
続
け
る
こ

と
が
唯
一
の
回
復
方
法
で
す
。

12 

定
期
的
に
検
診
を

定
期
的
に
肝
機
能
検
査
等
を
受
け
て
、
飲
み

過
ぎ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

《
出
典
》
飲
酒
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
e -

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
／https://w

w
w

.
e-healthnet.m

hlw
.go.jp/inform

ation/alcohol/a-03-003.htm
l

／ 

厚
生
労
働
省
）

宇
治

市
政

だ
よ

り
8月

1日
号

令
和

2年（
2020年

）8月
1日

発
行

 第
1845号

・手軽に作れるようにホットケーキミックスを使用。
・ケーキの上にのせるトッピングのさつまいもの
甘煮は、皮付きにすることでごみを減量。

・生地のさつまいもの皮は元年	10	月	1	日号に掲
載の「さつまいもの皮	カレーきんぴら」等に活
用することで、よりごみを減量することが可能。

さつまいもケーキ

（京都文教短期大学との共同研究により考案）

入手手段 入手のポイント
テレビ

（NHKのデジタル放送）
NHK1チャンネルを選んで、リモコンの

「d」ボタンを押してね。
ラジオ

（FMうじ放送　88.8MHz） 電池で動くポータブルラジオが便利！

インターネットラジオ
（FMうじホームページ）

インターネットでもラジオを聴くことが
出来ます。

市ホームページ 市の対応を公開しています。
京都府防災・防犯情報メール
送信先アドレス

（anzen@k-anshin.pref.kyoto.jp）

事前の登録が必要です。専用アドレスへ空
メールを送信し、登録案内メールに記載さ
れている手続きに従い登録してください。

緊急速報メール
（エリアメール）

このメールが届いたら、詳細情報の確認
を！

（ 問ごみ減量推進課）

（ 問 健康生きがい課）

〈作り方〉
＜生地＞
①	さつまいもはきれいに洗い、皮をむいたさつまいも	 	
を１cmのさいの目に切って軟らかくなるまで茹でる。

②①をボウルに移し、温かいうちにマッシャーでつぶす。
③②に無塩バターと三温糖を入れて混ぜる。
④③に卵を少しずつ加えながらよく混ぜる。
⑤Aの粉類を合わせてふるい、④に入れて混ぜ合わせる。
⑥	アルミカップに⑤を入れて、トッピング用のさつまいもと黒ご
まを真ん中にのせる。

⑦⑥を１７０度のオーブンで２０分焼く。
＜トッピング＞
①	さつまいもはきれいに洗い、皮付きのまま７mmのさいの目
に切る。

②鍋に①とBを入れて軟らかくなるまで煮る。

〈材料〉（6個分）
＜生地＞
さつまいも	����１８０ｇ
無塩バター	����� ５０ｇ
三温糖��������� ４０ｇ
卵������������� ５０ｇ
Ａ	 ホットケーキ	
	 ミックス	��� 50g
	 ベーキング
	 パウダー	���1.8ｇ
＜トッピング＞
さつまいも	����� ３０ｇ
B	 みりん	������ ３ｇ
	 はちみつ	���� ５ｇ
	 水	��������� ３０ｇ
黒ごま	���������� ２ｇ

健
康
を
守
る
た
め
の

 

12
の
飲
酒
ル
ー
ル

（ 問 危機管理室）

ちはや姫の
ちょっと役立つ
豆知識でした！

防災情報の集め方
ちはや～。非常用持ち出し袋を作って、避難情
報についても勉強しましたけど、そもそも避難
情報はどうやって集めるんでしゅか？

市では様々な方法で、避難情報
などの防災情報を伝えているわ。

ちはや姫

おうじちゃま

自分の利用出来る入手手段で積
極的に防災情報を取りにいくこと
が大切よ！

ビール
中ビン1本

チュウハイ
350ml缶1本

日本酒
1合

ウイスキー
ダブル１杯

7%

純アルコール量
20ｇの目安

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/uketsuke/sform.do?acs=shiseidayoriquestion
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/alcohol/a-03-003.html



